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で，三音も大きいから，運搬用として，將來，各地への出張に持って行くっも
夢であるし，トビヤス製のものは，径10糎の器械であるが，日差の調子が良V・
ので，第二観測室の地下室の恒温装置の中に納めてある．そして，毎日回れは
各地からの無線報時と比較するため，三階の赤道儀室から専用の望遠鏡で時刻
を讃み：取るやうになってみる．
　　　　　　　　10．氣象器械Meteorologische　Einr三chtung．
天：文槻測との連關が必要であるから，一通りの氣象器械を構内各所に備へて
ある．先づ，百葉箱（Schirm）が研究室前庭の，栗齋翁の石碑の背後に置かれて
あって，其の中には，各種の寒暖詐漏度計等が備へられてある．又，同じ庭
勾に，雨量計と蒸獲計とが仲好く並んでみる．第二槻測室の一一一一L階にはフ4ルタ
ン式の水銀氣堅計が，赤道儀のための煉瓦蚕に直接取りつけてある．しかし，
アネロイドの氣墜計と，自記i氣堅計とは，研究室内に置かれてある．
　ジ。ルダン式の日照計（Jordan’sche　Sonnenscheinregistrator）は，赤道儀
嚢の南東の窓外に装置した．叉，ロビンソン式の風力計（Robinson－Anemo一・
皿eter）と三針器とは，研究室の屋上に取りつけた，その他，とまかいものが
重々ある．
　こNは旧情が主な目的の槻測所でないのだから，之等の仕事は，よけいな時
爾を費さないやう，原則としては，皆，自記装置とし，只，器械の恒歎をチュク
するため，毎日一回目らゐ直接に讃み取りをするに止める方針でやってみる．
　　　　　　　　　　11．第二1親測室Zweites　Haus．
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　第二観測室は，前記の通り四面から威ってみる．最上部の第三階はカルヴ．
赤道儀の専用窒である．この室が最も廣くて，子供ならば百人ぐらゐ，大人で
も（少々無理をすれば）四十個の席を作ることが出來るから，小集會など此所
で開いても好いと思ふ．しかし，45糎の赤道儀を充分に蓮用するためには，之
れでも挾い感じであって，少なくとも6米手方，又は7米不方ぐらゐが要求され
る．しかし，敷地の關係上，6～7米二方の観測室などは，初めから出來ない相
談であった．’ちょうど，止ヒの建物は，研究室と住居との間の室地を利用したの
であったから．
　この建築の第二階は書物や雑誌の倉庫である。叉，第．一階は小さい工作場と
倉庫とを餓ねたものになってみる．更に，地下室は，標準時計の室であると共
に，二巴，太陽の槻弓が系統的に行はれるやうになれば，重要な室になるだら
う．
　　　　　　　ユ2鴬眞の購室Photographische　Dunkelkammer・
　第二槻測室の東に當り，佳居の洗面室との間の一坪あまりの室地を利用し
て，篤眞操作のための曙室を新築した、水も，井水や，山からの水道があっ
て，充分に利用出來るし，窓外の光や空氣も清く，叉，土地も高くて，灘氣を
避けてみる．あへて野州な暗室ではないけれど，井通の爲貢吃板の現象や焼付
けは言ふに及ばす，引き延ばしも可能であるし，フィルムの現象等にも不自由
ではない．
　　　　　　　　　　　13．土地がらGeograph三sches．
　この土地は滋賀縣栗太郡上国上村桐生といぴ，自分が幼時より生ひ立つた所
で，村のほで中央にあり，北東南の三方を低い山で園まれて，西だけが開け，
比叡由から愛宕山までの景を恣まSにすることが出來る．山に園まれてるるた
め，年中，風は彊くなく，殊に南の山が最も迫って來てるるため，夏の鎚風の
害を殆んど防いでみる．
　陸地測量部の詳しい地圖によると，第二槻測室の位置は
　　二二（0。Ltinge）
　　北緯（N。Breite）
　　海抜（Seeh6he）
となってみる．
1350　59，　21，，，　1．r［［］L），　CJhe3h57．S4
34　58　18
165米
　　　　　　　14．交通と逓信Verkehr　und　Korrespondenz．
都會人のためには，交通は多少不便であるが，どうせ天文豪と言へば，世界
のどこの天文襲だつて，都會には縁の遠い田舎が最も恵まれてみるのが常態だ
から，我慢しなければならない．
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　汽車は，東海道線の
草津騨で下車して，そ
れから，草津川の堤防
を約6粁遡るのである．
道は3米乃至．5米幅の
立派な縣道であるから，
自動車もトラ。クも，其
の他あらゆる車が通る．
全部，極めて二心であ
る．戦前には草津から
桐生まで乗り合ひパス
が通ったこともあるが，
今は非常時で，これ等
の便利は無くなり，面
前でハイヤを見付ける
ことも容易でない．し
かし，草津には自薄車
を一時貸しする家が幾
つかあるから，着れを
????????????????????????????????????????????????????????????????????????
利用し得る人は，約20分で，桐生に達し得る．
　天文豪への郵便物ば，皆，瀬田局から配達される．局からの距離は約8粁あ
るから，速達のためには特配料が入用である．
　　　　　　　　カこタナカこ　しかし，電信は上田上局から配達される．この距離は僅か2粁であるから，
特別な配達料は要らない．
　　　　　　　　　　　　　15．研究室Studium．
　研究室は第二丁丁室に隣る二階建てで，上下共に，鮮紅と六襲との廣さを有
ってみる．（但し，登は敷いてない．）今夏には，階下に，日光塗を一つ作る計
書である．
　この建築は昭和8年置新築したもので，圏書，記録類，標本等々をギッシリ譜
めてみる．
　両，この研究室の一部には，先々代栗齋翁の遺品を中心として，和漢の書籍
や，轡書，標本類を含め，配れに，自有のものを全部加へて，古くからの“桐
蔭文庫”の名を，そのまN使用してみる．序でに，門門は，明治15年頃，古刹
“二言寺”の建築を譲り受けたもので，奥の間には，璽舟の書（寸歩朝初期の
ものア）を保有してみる．（終）
